
平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
日
提
出

質

問

第

四

七

号

「
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
」
の
附
帯
決
議
に
関
す
る
質
問
主

意
書

提

出

者

林

原

由

佳
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「
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
」
の
附
帯
決
議
に
関
す
る
質
問
主

意
書

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
日
に
「
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

た
。
同
法
の
成
立
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
五
日
衆
議
院
法
務
委
員
会
に
お
い
て
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
た
が
、

同
附
帯
決
議
第
四
項
は
「
無
免
許
運
転
に
よ
る
加
重
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
行
後
の
適
用
状
況
を
検
証
し
、
悪
質
な
無
免
許
運

転
に
よ
る
死
傷
を
危
険
運
転
致
死
傷
罪
に
含
め
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
」
、
第
五
項
は
「
無
免
許
運
転
の
態
様
を

把
握
す
る
た
め
、
警
察
の
免
許
管
理
シ
ス
テ
ム
の
変
更
等
を
検
討
す
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。

世
論
や
法
務
委
員
会
の
審
議
過
程
で
「
悪
質
な
無
免
許
運
転
」
と
し
て
非
難
が
集
ま
っ
た
の
は
、
京
都
・
亀
岡
の
無
免
許
運

転
事
件
の
よ
う
に
一
度
も
免
許
を
取
得
し
た
こ
と
の
な
い
者
が
運
転
す
る
、
い
わ
ゆ
る
純
無
免
で
あ
る
。
が
、
平
成
二
十
五
年

十
一
月
の
審
議
当
時
の
警
察
庁
の
免
許
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は
、
無
免
許
運
転
の
態
様
が
、
純
無
免
な
の
か
、
取
得
後
に
取
り
消

し
に
あ
っ
た
場
合
な
の
か
、
更
新
し
忘
れ
て
失
効
し
た
場
合
な
の
か
、
区
別
が
つ
か
ず
、
無
免
許
運
転
の
態
様
ご
と
の
死
傷
事

故
の
実
体
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
無
免
許
運
転
の
態
様
ご
と
の
危
険
性
を
吟
味
し
今
後
の
処
罰
の
在
り
方
を
検
討

す
る
べ
く
、
警
察
庁
の
免
許
管
理
シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
の
結
論
か
ら
、
右
記
附
帯
決
議
第
五
項
が
決
議
さ
れ

一



た
。
か
か
る
事
情
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

右
記
附
帯
決
議
後
、
警
察
庁
の
免
許
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
無
免
許
運
転
の
態
様
を
区
別
で
き
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
の

か
。

二

変
更
さ
れ
た
場
合
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
の
か
。

三

変
更
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

四

変
更
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
右
記
附
帯
決
議
の
趣
旨
を
実
現
す
る
た
め
の
他
の
策
を
講
じ
た
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


